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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクチャ内符号化を用いて圧縮されたＩＤＲ（Instantaneous Decoder Refresh）ピク
チャ及びＩピクチャと、ピクチャ間予測符号化を用いて圧縮されたＰピクチャ及びＢピク
チャとを含む圧縮画像データを復号化する画像復号化装置であって、
　前記圧縮画像データを記憶する第１のピクチャバッファと、
　復号化された画像データを記憶する第２のピクチャバッファと、
　前記第２のピクチャバッファに記憶される画像データを選択的に参照して、前記第１の
ピクチャバッファに記憶される前記圧縮画像データを復号化し、復号化された画像データ
を前記第２のピクチャバッファに記憶する復号化手段と、
　前記第２のピクチャバッファの空き容量を検出する検出手段と、
　前記検出手段によって検出された前記空き容量が所定値未満になったならば、前記復号
化手段による復号化を中断して後続のI、Ｐ及びＢピクチャの復号化された画像データの
出力を禁止する制御手段と、
　前記復号化手段による復号化が中断している期間に、前記第１のピクチャバッファにＩ
ＤＲピクチャが記憶されたことを判定する判定手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記判定手段によってＩＤＲピクチャが記憶されたと判定されたこと
に応じて、前記復号化手段による復号化を当該ＩＤＲピクチャから再開することを特徴と
する画像復号化装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記空き容量が所定値未満のときに、前記第２のピクチャバッファに
記憶される所定の画像データの読み出しを繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の画
像復号化装置。
【請求項３】
　前記復号化手段による復号化の中断を示すメッセージを発行する警告手段を更に備える
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像復号化装置。
【請求項４】
　ピクチャ間予測符号化及びピクチャ内符号化を用いて圧縮された圧縮画像データを復号
化する画像復号化装置であって、
　前記圧縮画像データを記憶する第１のピクチャバッファと、
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　復号化された画像データを記憶する第２のピクチャバッファと、
　前記第２のピクチャバッファに記憶される画像データを選択的に参照して、前記第１の
ピクチャバッファに記憶される前記圧縮画像データを復号化し、復号化された画像データ
を前記第２のピクチャバッファに記憶する復号化手段であって、前記ピクチャ間予測符号
化による圧縮画像データと前記ピクチャ内符号化による圧縮画像データの両方を復号化す
る全復号処理モードと、前記ピクチャ内符号化による圧縮画像データのみを復号化する選
択復号処理モードとを選択的に実行可能な復号化手段と、
　前記第２のピクチャバッファの空き容量を検出する検出手段と、
　前記検出手段によって検出された前記空き容量が所定値未満になったならば、前記復号
化手段に前記選択復号処理モードによる復号化を指示する制御手段と、
　前記復号化手段によって前記選択復号処理モードが実行されている期間に、前記第１の
ピクチャバッファに前記ピクチャ内符号化を用いて圧縮されたＩＤＲ（Instantaneous De
coder Refresh）ピクチャが記憶されたことを判定する判定手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記判定手段によってＩＤＲピクチャが記憶されたと判定されたこと
に応じて、前記復号化手段に当該ＩＤＲピクチャ以降の圧縮画像データを前記全復号処理
モードによって復号化するように指示することを特徴とする画像復号化装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記選択復号処理モードで所定の期間、前記第２のピクチャバッファ
に画像データが記憶されない場合に、前記第２のピクチャバッファの画像データを所定の
期間、繰り返し読み出すことを特徴とする請求項４に記載の画像復号化装置。
【請求項６】
　前記復号化手段の前記選択復号処理モードへの切り替えを示すメッセージを発行する警
告手段を更に備えることを特徴とする請求項４又は５に記載の画像復号化装置。
【請求項７】
　ピクチャ内符号化を用いて圧縮されたＩＤＲ（Instantaneous Decoder Refresh）ピク
チャ及びＩピクチャと、ピクチャ間予測符号化を用いて圧縮されたＰピクチャ及びＢピク
チャとを含む圧縮画像データを復号化する画像復号化装置であり、且つ前記圧縮画像デー
タを記憶する第１のピクチャバッファと、復号化された画像データを記憶する第２のピク
チャバッファとを備える画像復号化装置を制御する方法であって、
　復号化手段が、前記第２のピクチャバッファに記憶される画像データを選択的に参照し
て、前記第１のピクチャバッファに記憶される前記圧縮画像データを復号化し、復号化さ
れた画像データを前記第２のピクチャバッファに記憶する復号化工程と、
　検出手段が、前記第２のピクチャバッファの空き容量を検出する検出工程と、
　制御手段が、前記検出工程によって検出された前記空き容量が所定値未満になったなら
ば、前記復号化工程における復号化を中断して後続のI、Ｐ及びＢピクチャの復号化され
た画像データの出力を禁止する制御工程と、
　判定手段が、前記復号化工程による復号化が中断している期間に、前記第１のピクチャ
バッファにＩＤＲピクチャが記憶されたことを判定する判定工程と、を備え、
　前記制御工程では、前記判定工程によってＩＤＲピクチャが記憶されたと判定されたこ
とに応じて、前記復号化工程による復号化を当該ＩＤＲピクチャから再開することを特徴
とする画像復号化装置の制御方法。
【請求項８】
　前記制御工程では、前記空き容量が所定値未満のときに、前記第２のピクチャバッファ
に記憶される所定の画像データの読み出しを繰り返すことを特徴とする請求項７に記載の
画像復号化装置の制御方法。
【請求項９】
　前記復号化工程による復号化の中断を示すメッセージを発行する警告工程を更に備える
ことを特徴とする請求項７又は８に記載の画像復号化装置の制御方法。
【請求項１０】
　ピクチャ間予測符号化及びピクチャ内符号化を用いて圧縮された圧縮画像データを復号



(3) JP 2008-67364 A5 2010.9.9

化する画像復号化装置であり、且つ前記圧縮画像データを記憶する第１のピクチャバッフ
ァと、復号化された画像データを記憶する第２のピクチャバッファとを備える画像復号化
装置を制御する方法であって、
　復号化手段が、前記第２のピクチャバッファに記憶される画像データを選択的に参照し
て、前記第１のピクチャバッファに記憶される前記圧縮画像データを復号化し、復号化さ
れた画像データを前記第２のピクチャバッファに記憶する復号化工程であって、前記ピク
チャ間予測符号化による圧縮画像データと前記ピクチャ内符号化による圧縮画像データの
両方を復号化する全復号処理モードと、前記ピクチャ内符号化による圧縮画像データのみ
を復号化する選択復号処理モードとを選択的に実行可能な復号化工程と、
　検出手段が、前記第２のピクチャバッファの空き容量を検出する検出工程と、
　制御手段が、前記検出工程によって検出された前記空き容量が所定値未満になったなら
ば、前記復号化工程に前記選択復号処理モードによる復号化を指示する制御工程と、
　判定手段が、前記復号化工程によって前記選択復号処理モードが実行されている期間に
、前記第１のピクチャバッファに前記ピクチャ内符号化を用いて圧縮されたＩＤＲ（Inst
antaneous Decoder Refresh）ピクチャが記憶されたことを判定する判定工程と、を備え
、
　前記制御工程では、前記判定工程によってＩＤＲピクチャが記憶されたと判定されたこ
とに応じて、前記復号化工程に当該ＩＤＲピクチャ以降の圧縮画像データを前記全復号処
理モードによって復号化するように指示することを特徴とする画像復号化装置の制御方法
。
【請求項１１】
　前記制御工程では、前記選択復号処理モードで所定の期間、前記第２のピクチャバッフ
ァに画像データが記憶されない場合に、前記第２のピクチャバッファの画像データを所定
の期間、繰り返し読み出すことを特徴とする請求項１０に記載の画像復号化装置の制御方
法。
【請求項１２】
　前記復号化工程の前記選択復号処理モードへの切り替えを示すメッセージを発行する警
告工程を更に備えることを特徴とする請求項１０又は１１に記載の画像復号化装置の制御
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る画像復号化装置は、ピクチャ内符号化を用
いて圧縮されたＩＤＲ（Instantaneous Decoder Refresh）ピクチャ及びＩピクチャと、
ピクチャ間予測符号化を用いて圧縮されたＰピクチャ及びＢピクチャとを含む圧縮画像デ
ータを復号化する画像復号化装置であって、前記圧縮画像データを記憶する第１のピクチ
ャバッファと、復号化された画像データを記憶する第２のピクチャバッファと、前記第２
のピクチャバッファに記憶される画像データを選択的に参照して、前記第１のピクチャバ
ッファに記憶される前記圧縮画像データを復号化し、復号化された画像データを前記第２
のピクチャバッファに記憶する復号化手段と、前記第２のピクチャバッファの空き容量を
検出する検出手段と、前記検出手段によって検出された前記空き容量が所定値未満になっ
たならば、前記復号化手段による復号化を中断して後続のI、Ｐ及びＢピクチャの復号化
された画像データの出力を禁止する制御手段と、前記復号化手段による復号化が中断して
いる期間に、前記第１のピクチャバッファにＩＤＲピクチャが記憶されたことを判定する
判定手段と、を備え、前記制御手段は、前記判定手段によってＩＤＲピクチャが記憶され
たと判定されたことに応じて、前記復号化手段による復号化を当該ＩＤＲピクチャから再
開することを特徴とする。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明に係る画像復号化装置は、ピクチャ間予測符号化及びピクチャ内符号化を
用いて圧縮された圧縮画像データを復号化する画像復号化装置であって、前記圧縮画像デ
ータを記憶する第１のピクチャバッファと、復号化された画像データを記憶する第２のピ
クチャバッファと、前記第２のピクチャバッファに記憶される画像データを選択的に参照
して、前記第１のピクチャバッファに記憶される前記圧縮画像データを復号化し、復号化
された画像データを前記第２のピクチャバッファに記憶する復号化手段であって、前記ピ
クチャ間予測符号化による圧縮画像データと前記ピクチャ内符号化による圧縮画像データ
の両方を復号化する全復号処理モードと、前記ピクチャ内符号化による圧縮画像データの
みを復号化する選択復号処理モードとを選択的に実行可能な復号化手段と、
　前記第２のピクチャバッファの空き容量を検出する検出手段と、前記検出手段によって
検出された前記空き容量が所定値未満になったならば、前記復号化手段に前記選択復号処
理モードによる復号化を指示する制御手段と、前記復号化手段によって前記選択復号処理
モードが実行されている期間に、前記第１のピクチャバッファに前記ピクチャ内符号化を
用いて圧縮されたＩＤＲ（Instantaneous Decoder Refresh）ピクチャが記憶されたこと
を判定する判定手段と、を備え、前記制御手段は、前記判定手段によってＩＤＲピクチャ
が記憶されたと判定されたことに応じて、前記復号化手段に当該ＩＤＲピクチャ以降の圧
縮画像データを前記全復号処理モードによって復号化するように指示することを特徴とす
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明に係る画像復号化装置の制御方法は、ピクチャ内符号化を用いて圧縮され
たＩＤＲ（Instantaneous Decoder Refresh）ピクチャ及びＩピクチャと、ピクチャ間予
測符号化を用いて圧縮されたＰピクチャ及びＢピクチャとを含む圧縮画像データを復号化
する画像復号化装置であり、且つ前記圧縮画像データを記憶する第１のピクチャバッファ
と、復号化された画像データを記憶する第２のピクチャバッファとを備える画像復号化装
置を制御する方法であって、復号化手段が、前記第２のピクチャバッファに記憶される画
像データを選択的に参照して、前記第１のピクチャバッファに記憶される前記圧縮画像デ
ータを復号化し、復号化された画像データを前記第２のピクチャバッファに記憶する復号
化工程と、検出手段が、前記第２のピクチャバッファの空き容量を検出する検出工程と、
制御手段が、前記検出工程によって検出された前記空き容量が所定値未満になったならば
、前記復号化工程における復号化を中断して後続のI、Ｐ及びＢピクチャの復号化された
画像データの出力を禁止する制御工程と、判定手段が、前記復号化工程による復号化が中
断している期間に、前記第１のピクチャバッファにＩＤＲピクチャが記憶されたことを判
定する判定工程と、を備え、前記制御工程では、前記判定工程によってＩＤＲピクチャが
記憶されたと判定されたことに応じて、前記復号化工程による復号化を当該ＩＤＲピクチ
ャから再開することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明に係る画像復号化装置の制御方法は、ピクチャ間予測符号化及びピクチャ
内符号化を用いて圧縮された圧縮画像データを復号化する画像復号化装置であり、且つ前
記圧縮画像データを記憶する第１のピクチャバッファと、復号化された画像データを記憶
する第２のピクチャバッファとを備える画像復号化装置を制御する方法であって、復号化
手段が、前記第２のピクチャバッファに記憶される画像データを選択的に参照して、前記
第１のピクチャバッファに記憶される前記圧縮画像データを復号化し、復号化された画像
データを前記第２のピクチャバッファに記憶する復号化工程であって、前記ピクチャ間予
測符号化による圧縮画像データと前記ピクチャ内符号化による圧縮画像データの両方を復
号化する全復号処理モードと、前記ピクチャ内符号化による圧縮画像データのみを復号化
する選択復号処理モードとを選択的に実行可能な復号化工程と、検出手段が、前記第２の
ピクチャバッファの空き容量を検出する検出工程と、制御手段が、前記検出工程によって
検出された前記空き容量が所定値未満になったならば、前記復号化工程に前記選択復号処
理モードによる復号化を指示する制御工程と、判定手段が、前記復号化工程によって前記
選択復号処理モードが実行されている期間に、前記第１のピクチャバッファに前記ピクチ
ャ内符号化を用いて圧縮されたＩＤＲ（Instantaneous Decoder Refresh）ピクチャが記
憶されたことを判定する判定工程と、を備え、前記制御工程では、前記判定工程によって
ＩＤＲピクチャが記憶されたと判定されたことに応じて、前記復号化工程に当該ＩＤＲピ
クチャ以降の圧縮画像データを前記全復号処理モードによって復号化するように指示する
ことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】
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